
中国ブロック
「三方良しの公共事業改革」

フォーラム

CCPM
One Day Response

利益を出せる企業

利益が出せない企業

世の中で役立っている

世の中に役立っていない



経営の方程式

経 営＝環境×原理

出典：伊丹敬之，『経営の未来を見誤るな』（2002年2月10日，日本経済新聞社）

（制度・慣行）

momo

なぜ？CCPM

→ 工程管理だったから

→ おもしろそう

→ リスクゼロ



目的は？
・厳しい環境でも品質を確保し
利益を出す。

・できる人財を育てる。

・考える能力を養う。

・地域に貢献する。

実際の工事でＣＣＰＭに挑戦

利根別川基幹河川改修

比較的単純な工事で試験運用

クリティカルチェーン？？？

まずやってみる！
身体で覚えなければ意味がない！

２００４年４月



最後にまとめ
今現在、使ってみての感想としては

１、データーを共有したことで、先を読んだ意思の統一が

出来るようになった。

２、進捗管理が日々、容易にできるようになった。

３、次工程への打合せ、段取りミスの防止になる。

４、実施工程に一喜一憂するようになった。

Ｂｙ遠藤

段取り八分

利根別川での
テストランは大成功

しかし、熊谷一男甘かった・・・

よーし、これで全てうまくいく！



H１６他工事での実態
・CCPM工程作成はしたが現場で活用されていない

・全体工程を考えるリードタイムが不足

・計画と実作業がバラバラであり、コストが高くつく

・変更に対してあいまいで、工程を無視したやっつけ仕事

・BPの使い勝手が馴染まなかった

・全てが優先され現場はマルチタスク状態

・リソース不足や作業手戻りが多く発生

・情報発信の遅れによる悪影響が広範囲に影響

現場を見ていない

数字だけを
追っていた

現場まかせ

全体が良く見え
なくなった。

ＢＰの使い
勝手が馴染
まなかった

赤信号を
察知できなかった



情報共有不足

大丈夫か？

と聞き

『大丈夫だ
と思いま
す』の答え
に安心して
いた。

Ｐlan

計画

Ｄo

実行
Ｃheck

点検・評価

Action

改善・実施

工 程 計画

実 施（現場）

検 証



工事内容 道路土工 路体盛土工・・・・・・・・・・・・・・２９，５００ｍ3

地盤改良工 サンドマット工・・・・・・・・・・・・・・６，４１０ｍ2

バーチカルドレーン工・・・・・・・・６，８６７本

固結工・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６４セット

仮 設 工 工事用道路工・・・・・・・・・・・・・・・・・１式

仮排水工・・・・・・・・・・・・・・・・・１式

防塵対策工・・・・・・・・・・・・・・・・・１式

２年目のCCPM

偶然のOne day
Response

工程を短縮することの効果
は大きいことを体験

それは元請も下請けも

→ Win Win



情報共有のスピードと
工期短縮による生産性の向上を図る

工事名：道央圏連絡道 江別市 美原１４号改良工事

・地盤処理を確実に行い安定した路体を次工程につなぐ。

・盛土施工により周囲に悪影響を及ぼさずに竣工する。

・軟弱地盤改良の施工管理方法を見出すデータを収集する。

・改良体地盤、路体盛土

・発注者、地域住民から「対応が早く信頼できる工事であった」
と言ってもらう。

・動態観測データを発注者に提出する。

・工事評定点９０点以上。

・発注者と地域住民からの信頼を得る工程管理を行う。

・工事評定 ９０点！ ゼロ災害達成！

・工事の早期完了を実現し、工事による不便さを軽減する。

・目 的 ～

・成果物 ～

・成功測定 ～

wall
作業領域

Ｏ
Ｄ
Ｓ
Ｃ

この直前にやること
は何ですか？

本当にそれだ
けですか？

ごじゅぅー
ごじゅぅー
デスカー？

後ろから工程表を作成する



実際余裕を取り除いた工程計画でどうなったか？

実際計画した工程には、必ずズレが生じてくる。サバを取り除いた工程は

当然のように遅れる。計画工程が遅れバッファが侵食されることで、今ま

での直感として利益が落ち込むと感じた。

バッファ管理としては、「黄色になったら対策を検討」ということだが、

バッファが侵食され黄色になってから対策したのでは遅いと感じてくる。

バッファが食われると、何が問題なのかを考え、即対策を考え改善し、

対処していました。

現場での改善は今までもやってきたことですが、対応するタイミングは

明らかに遅かったはずです。遅れに対し敏感に反応していなかった。

何故なら、“ダラダラ工程表”では遅れに対して最終着地点が見えて

いなかったのでしょう。

現場での改善は今までもやってきたことですが、
対応するタイミンは明らかに遅かった。
遅れに対し敏感に反応していなかった。
何故なら、“ダラダラ工程表”では遅れに対して
最終着地点が見えていなかったのでしょう。

１．工事を進めるために一番大切なものは、工程表を基にしたマネジメント

であると体感しました。

２．データーを共有したことで、先を読んだ意思の統一が出来るようなった。

３．全体工程を見ることによって、個々の作業の重要さと変化する現場工程

の最終着地点を考えマネジメントするようになった。

全体の視野から一日一日の作業を見る視点が養われました。

４．サバ無しで発注者と打ち合わせることにより、互いに信頼が深まった。

発注者が仕事をやって利益が上がるのかを気にかけてくれた。

発注者と共に考え施工していることが実感できた。

５．あと何日？で現場工程を普通に考えるようになり、次工程への打合せ、

段取りミスの防止になる。

６．工程表のバッファを見て、一喜一憂して仕事をするようになり、

現場内が明るくなった。

CCPMから学んだこと



札幌道路事務所第2工事課
担当監督官のコメント

• 業者のコストなど常に意識して仕事を進めて
いる

• 業者からの質問・疑問があったら早く応えて
あげるのが当然

• 工事は先読みが重要で、
何が起きるかシュミレーション
することが最も重要

札幌道路事務所第2工事課
担当監督官のコメント

• 砂子組は工程表がしっかりしており、意識が
高く、状況が見えるので対応しやすい。

• 各タスクの作業はサバを読まない、かなりき
わどい工期で見積もっていて、不安はあった
が、最後にバッファとして、まとめて管理して
いて直感的にわかりやすかった。

• 業者がサバを読まない工程表を持ってくると、
判断で遅れることがないように、進捗状がい
つも気になり、一緒に工事を進めているとい
う気持ちになり信頼感も生まれた。



ＣＣＰＭによる工程表を発注者と共有

ホームページも公開

工事だより 第３号



３年目のCCPM

必然のOne day
Response

基本を忘れず

まっさらな状態から考える

それは、

工事をやる目的とは何か？



篠津運河北改良工事の ODSC
O（目的）
道央圏連絡道路は
札幌市及び空港・港湾へのアクセス向上、
交通渋滞の暖和、交通事故の減少、
物流効率化等を図るための道路です

軟弱地盤地域なので、
・地盤改良工で地盤強度を確保し、安定した橋梁下部と路体を構築し、
次工事へ引き渡す

良い製品の早期完成に向けて、
・発注者と共に考え、問題点に対して素早いレスポンスを出せる体制を確立する

D(成果物）
・CVC複合地盤杭（鋼管杭）
・橋梁下部（A2橋台)
・路体盛土（本線）

SC（成功基準）
・橋梁下部工の有害なクラック（0.2ｍｍ以上）の発生をゼロにする
・工事施工中、橋梁下部（P6、A2）の変位量は±2ｍｍ以内を確保する
・路体盛土時、地表面変位杭の水平変位量は1.5ｃｍ/日以下を確保する
・ゼロ災害達成
・発注者から『工事や地域の対応が早く、且つ安心できる。』と言ってもらう
・工事評定８６点以上

ODSCについて



３年目はどうなのか？

• 監督官の対応は前年度と同様に、協働施工
していることが実感できる対応であった。

• 現場がうまくいくように提案してくれる

• 地域からの苦情があっても発注者が直接施
工しているという雰囲気を感じる

担当監督官が変更になった

これは、広上が道路事務所にて当日の午後５時頃に行っ
た打合せに対する回答が、当日の午後９時５分に担当監
督官である南チャンから「件名：本日の宿題」として送られ
たone dayメールです。すばらしいです！



ご存知、村上係長から発進され
たメールです。自らの考えを素直
にそして深く考え誇りをもった「さ
らし」に私は感動します。発注者
とこのような信頼関係が築ける現
場は聞いたことがありません。
CCPM、 One Day Response
は信頼を構築する最も合理的な

手法だと思います。

広上はこの部分を抜き出
し手帳に貼り付けており
ます。感動したのでしょう。
私も感動しました。
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月曜朝7時ＣＣＰＭ会議

月曜朝7時ＣＣＰＭ会議

本社にて議論 現場とスカイプで確認

現場事務所で未来予知訓練



MYK

これぞ、
段取り八分

CCPM、 One day Responseとは

超積極的スケジュールを計画し、

現場はそのスケジュールにチャレンジする。

ごじゅー
ごじゅー
ですかー？

自分の限界を
知る

人

人

人

人

人

人人

コミュニケーション＆コラボレーション

自分以外の力によって成し
遂げられる瞬間を知る

ごじゅー
ごじゅー
ですかー？



いろいろな諸問題を解決する最も合理的な手法は

CCPM、 One day Responseは
人財育成ツールである。

人材を育成すること

ＣＣＰＭ One Day 
Response

三方よし
公共事業

公共工事のあるべき姿

信 頼



CCPM、 One day Responseを実践すると、
プロジェクトに関わる全ての人々とのコミュニケーション力を、

加速させてくれるツールであると言える。

しかし、
CCPM、 One day Responseを実施するには、緻密な打ち合わ
せを常に行う必要がある。当たり前のことであるが、実は大変な
作業である。 逆に言えば、それができなければ、CCPM、 One
day Responseは、なんの効果も発揮できないとも言える。

・公共工事を扱う業者も発注者も、公共工事を担っているという
覚悟をして工事に関わる必要がある。

・覚悟がもてなければ意味を持たないプロジェクトとなる。

ＣＣＰＭ
One day Response

って何？

骨格は、考える習慣の

コミュニケーションツールである。



株式会社 砂 子 組

ご清聴ありがとうございました。

熊 谷 一 男

E-mail    k.kumagai@sunagonet.co.jp
URL       www.sunagonet.co.jp


